
　道頓堀川の最上流に架かる下大和橋。橋名の由来となった
大和町は、金比羅詣の発着場として賑わう東横堀川堀止付近
から、西は日本橋付近までの東西に長い町だった。
　下大和橋は道頓堀川開削後まもなく、現在の位置に橋が架
けられたと思われるが、明暦3（1657）年の地図には中橋とあり、
江戸時代中期の浄瑠璃・近松門左衛門の『生玉心中』に登場
する大和橋出見世の場では「こころこころの商ひも、みな世渡り
の大和橋、下行く水の泡よりも、色にぞ銀（かね）は消えやすく」
（碑がある）と描かれているように、大和橋と表現されている。
　当時の道頓堀川は、幅が40m余り橋長も40m以上あり、町橋
としては規模が大きく維持にかかる橋筋の負担も大きかった。
　明治36（1903）年に巡航船の船着場ができ、同年大阪で開
かれた内国勧業博覧会を機に、道頓堀川、西横堀川を巡る通
勤と観光を兼ねた交通機関として賑わっていた。しかし、市電
の拡張に伴い大正3（1941）年に廃止された。
　橋は昭和3（1928）年に近代橋に架け換えられた。現在の橋
は、同62（1987）年に完成し、植樹枡などが整備されている。

下 大 和 橋〈道頓堀川〉しもやまとばし●Shimoyamato-bashi

　日本橋は、紀州街道が道頓堀川を渡る所に架けられ、江
戸時代には幕府が管理する重要な公儀橋に指定されてお
り、紀州藩や岸和田藩の参勤交代の道筋としても使われて
いた。ちなみに、元和元（1615）年に完成したといわれる道頓
堀川の開削者は、成安道頓・安井九兵衛（道卜）らとされ、そ
の功績を讃えて松平忠明が「道頓堀」と名付けたと伝わる。
　日本橋筋は当時、長町と呼ばれ道の両側には旅籠が軒
を並べ、多くの人で賑わっていた。それは、旅人の陸の起点
と京や金比羅詣りの船着場の水陸両方の交通の要所であ
り、また近くに幕府の高札場が設けられていたことによる。
　明治10（1877）年頃に木橋から鉄橋化され、後の同34
（1901）年に架け換えられた。さらに同45（1912）年、市電第
三期事業で堺筋が拡張され電車を通すため鋼橋になった。
　現在の橋は、昭和44（1969）年の地下鉄建設に伴って架
け換えられたが、旧橋の面影を残そうという地元の声で、旧
橋の親柱が保存され、日本橋の由来碑も置かれている。

日　本　橋〈道頓堀川〉にっぽんばし●Nippon-bashi
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